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{活的]これまで多くの研究者たちによって，骨格筋の
疲労福t1創立労役と比較して女殺で後れてUるという報
告がなされてきた禽この筋疲労の性援に関し，綴々な
観点からの検討がなされてきているが，議勤務の酸素
化動態をj濁子として検討した報告はなされていない，
そこで本研究では，若年第女において間欠的掌握運動
後の総意義変大筋力 (MVC)の問後動態の性援に近赤外
分光法(NIRS)による絡駿繁化動態が熊速するか検討
した. (方法]本研究は2つのStudyより携成された.
Study 1においては，若年努女各10名〈年齢25.8土3.9
綾)に係拡位をとらせ，随意最大強度での鈎欠的掌擬
運動を5秒間施行・ 5秒間体怠で筑後して話料分鰐行わ
せた.運動中i分毎，また運動終了後2分J 5分，およ
び10分に各時点のMVCを溺迭した.Study2においては，
Studylの被験者より努女各5名(年齢2ι6土2.8殺)を抽
出し， NIRSのブロ…ブを浅指1m筋に装饗して，
St:udylとi奇様の運動を行わせた.運動後のMVCのiflJ
2さと問符にNIRSを溶いて総および鋭綬繁イヒヘモグロ
ピン・ミオグロピン撃を測定し，静紙問委憲法により綾
素供給指数(OSI)および酸素消費指数(oc1)を算出し
た.各j話機をi婆動前僚で除してi選後あるいは増加率
(それぞれ%かfVC. 弘OSI.%OC1)を求めた. [薬害、楽〕
Studylにおいて，業畿運動中の争6MVC{こは努女間で脊
索、の護奨を認めず， r苛殺疫の低下を認めたが，議急援運
動後5分および10分の%MVC(ま女性でt脊葱;の務1vを(p
く0.(5)を示した.Study2においては，運動後日子およ
び10分の%OSIが努性で有意の潟儀(p<O.05)を示した.
しかし%OC1に関しでは，宥意な性差は認められなかっ
た.一方，協かlVCと%051および%OC1の報開を検討し
たところ，女性においてのみ遂動後2.57}のヲ6MVCと
%OC1'こ疋秘~の傾向なな0.548. pヱ0.077) を認めた.
{総務および考察]女性において掌議運動後の私MVCの
部後は脊意にJ早かった.また%OS1は努殺と比較して
有意の低ft農を示し，運動後2，5分の覧MVCと%OC1に
1E栂関の傾向を認めた.女性は，労性によとべ遂勤務へ
の酸素供給が少ない状況下であっても，滋繁を効率よ
く消費することによって， MVCを平綴にi鑓援させう
ると考えられた. (結論J:本続発より，鰐欠的挙援運
動後のMVCの路復は女性において卒く，女性におけ
るMVCの間後に運勤務の酸議消費がmJ逮する1白色伎
が示唆された.
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{背景}高齢者における加齢に伴う体力の法下iえア
クテイプな臼常生活の!混答協子となり，婆介護者数の
増加に関係すると考えられる.会[l齢に伴う体力紙下は
避けられないが，運動トレーニングを実施することに
より，体力紙下を抑制できるnT能性が報告されている.
遊説jプログラムを綾漉イとするためには，高齢者錦々人
の体力の務状を;官接することが必要である.これまで
に，数多くの|高齢者の体力テスト攻gが報告されてい
るものの，テストの加齢変化に対する鋭敏殺を検討し
た締究は報告されていない. 'f3約}本研究の目的は，
性・年齢の比較より文部科学省新体力テスト (65-79
裁対象)6~資自を含む言r12~緊密の言語鈴者体力テストの
加齢変化に対する鋭敏性を検討することであった.
(1子法}対象i立地域在住の社常的な遂勤務畿がない機
常高齢者，努セt215名 (73.2土5.5殺人女性346名 (73.1
土5.2殺に計561名 (72.8土5.0綾)であった.年齢範
鐙は努性が65-92議，女性カτ65-91裁であった.また，
後期務齢者の割合は努性37%(78名)，女役38%(131 
名)であり，全体で37%(209名〉であった.総支主演
eHま新体力テスト6:項目の織力，上体起こし， j受E主体
13ir態，務緩片足立ち， 10m篠審物歩行， 6分間歩行と30
度上体経こし， 8の字歩行， 2分間ステップJ 30秒、い
す立ち上がち， Ji:I立乎{申ばし，立佐ステッピングの針
1. 2~義路であった.ニヲ乙配援の分数分析(性 2 水詩集X年
齢2水機)により，体力テストに対する性婆~と年齢
築協の効薬を検討した.分数分析をほ留笑施するため，
分数分析における宥窓確率に対してポンプエ口ーニの
調整を行ない，書輩、水準 α出 0.0042(0，05/12)と設
定した.また，各測定務自の加齢変化に対する鋭敏?生
を検討するために，努女ごとに年齢階級問における効
果鐙 (efect.size : E訟を算出し， ESの大きさを比較
検討した. [結果および考察J2分間路上げと8の学歩
行を除く{告の10環留に有意な性婆鴎主効果が認められ
た.また，金12~緊自において有意な年齢姿態実効果が
認、められた.12項目の潟齢者体力テスト壊活は，性別
に説j齢変化を反換することが紛らかとなった.もっと
も加齢変化に対する鋭敏性が高い演eHえ努性ではよ
体怒こしほS;: 0.80)，女性では関税片足立ち (ES
!: 1. 35)であった， 上体起こしは努性で加齢変化に対
する鋭敏性を訴したのに対して，女性では低い鋭敏性
を示し (ES: 0.25)ず有意な交玄作用が認められた.
そのため，女性高齢者では，上体起こしの代替項目で
ある 30度上体起こし (ES= 0.68)から筋力・第持
久力の加齢変化を評f速することが望ましい.
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